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1 ．本書は平成7年度に当センターが実施した一般国道228号函館江差自動車道函館茂辺地道路工事

用地内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告である。

2．本書の執筆は、 I :佐藤和雄・工藤研治・広田良成、 Ⅱ ：佐藤和雄、Ⅲ：工藤研治・廣田良成、

Ⅳ：工藤研治・広田良成、V:工藤研治・広田良成が担当した。ただし、Ⅱ章-2は「函館市石

川1遺跡』 （財）北海道センター1988aの「2 遺跡周辺の地形・地質の概要」を引用した。

3．各種測定、同定、分析等は下記に依頼した。

黒曜石産地同定京都大学薬科哲男氏

炭化種子同定学校法人静修学園北海道環境文化研究センター

4．石材鑑定は資料調査課花岡正光による。

5．調査報告終了後の出土遺物および記録類については函館市教育委員会が保管する。

6．調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた。

文化庁、北海道教育委員会、函館市教育委員会、北海道開発局開発建設部函館道路事務所、株式会

社高橋組

函館市教育委員会田原良信・中村公宣・佐藤智雄、私立函館博物館長谷部一弘、七飯町教育委

員会石本省三・横山英介・竹花和晴・菊池博、上磯町教育委員会森靖裕、南芽部町教育委

員会阿部千春・福田祐二、森町教育委員会藤田~登、伊達市教育委員会大島直行、平取町教

育委員会森岡健治、札幌市教育委員会上野秀一・羽賀憲二



凡 例

1．遺構の表記は、以下に示す記号を使用した。

H:住居跡 P :土壌 TP :Tピット F :焼土

HP :住居跡内柱穴

2．遺構図の数値は、標高（単位m)である。

3．遺構の規模は、 「確認面での長軸長×単軸長／床（底）面での長軸長×単軸長／確認面からの最

大深」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を（ ）で示し、不明のものは－－で示し

た。

4．実測図の縮尺は、原則として下記のとおりである。

遺 構 1 ：40

復元土器 1 : 3 土器拓本 1 : 2

剥片石器 1 ： 2 石 斧 1 ： 2

礫石器 1 ： 3 石 皿 1 ： 4

石製品 1 ： 2

5．土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の層位についてはアラビア数字で示した。
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I 調査の概要

1 調査要項

事業名：一般|玉|道228号函館江差自動車函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査事業名：一般'五|道228号函館江差自動車函館茂辺地i

委託者：北海道開発局函館開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

受託期間：平成7年4月17日～平成8年3月23日

発掘期間：平成7年9月14日～平成7年10月25日
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3 調査にいたる経緯

一般国道228号線は一般国道227号線と共に函館と江差を結ぶ道南・函館圏の主要な道路網のひとつ

である。北海道開発局函館開発建設部（以下函館開建）は国道228号線の交通渋滞緩和、観光交通の

増加、都市間の流通の活性化などを目的に一般国道228号函館江差自動車道の建設を計画した。将来

は、北海道縦貫自動車道に接続する函館新道との分岐が予定されている。

函館市内の工事区間は、サイベ沢遺跡、西桔梗遺跡などに近接しており、埋蔵文化財包蔵地の所在

が予想された。そのため函館開建と北海道教育委員会（以下道教委と記す） との間でその取り扱いに

ついて事前協議が行われ、道教委は所在確認調査・範囲確認調査を行ってきている。

函館市内で確認された遺跡は6カ所で、順次範囲確認調査が行われている。 これまでこの事業に伴

う発掘調査は行われておらず、今回の西桔梗1遺跡の発掘調査が初めてである。

1



I 調査の概要

4 調査の概要

(1) 発掘区の設定

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は5×5mとした。発掘区の

設定に当たっては、工事用地の境界杭4421とR44-2を結んだ線を南北の基線(2ライン)、 4421か

らR44-2の方向へ10mの地点でその線に直行する線を東西の基線(Fライン）とし、 5m間隔でそ

れぞれの基線に並行する各ラインを設定した。境界杭4421とR44-2の測量成果は次のとおりである。

4421 X=-240051.060mY=39006.300m

R44-2 X=-240019.377mY=38995.533m (平面直角座標第加系）

発掘区の呼称は5m四方の区画の北西隅のラインの交点で表示した。例えばBラインと5ラインの

交点の南東側がB－5区となる。なお、遺物の取り上げに当たっては下図のとおり各発掘区をA、B、

C、Dに4分割した小発掘区によっている。この場合、B－5－A、B－5 Bのように呼称する。

（工藤研治）
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5×5mの発掘区を4分割し、 2.5×2~5mの小発掘区を設定

した。小発掘区は逆時計1回|りにA・B．C・[)とし、B－2－A、

B 2 B，B 2－C、B 2－C、 B－2－C、のように表示す

る。
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図1－1 発掘区設定図

(2) 調査の方法

調査区の現況が畑地であったため、重機で耕作土を除去することから調査を開始した。人力による

調査は始めに発掘区の設定をした後、 トレンチ調査、包含層調査、遺構調査の順で調査を進めた。

包含層の遺物については、 2.5×2.5mの小発掘ごとに取り上げた。住居跡の遺物については、出土

位置・高さ・層位を記録した。土曠．Tピットの遺物は、全て流れ込みあるいは混入したものとみら

れることから遺構ごとに一括して取り上げた。

の

一ムー



5 遺物の分類

(3) 土層

西桔梗1遺跡における基本的な層序は、図1－2のとおりである。

耕作による削平や地形の変化により各層位の堆積状況に差がみられた。

遺物包含層はⅢ層とⅣ層上面である。

I層：耕作土

Ⅱ層：黒色土(B-Tm・Ko-dの二枚の火山灰が認められる｡）

Ⅲ層：黒色土（腐植質土）

Ⅳ層：黒褐色士（漸移層）

v層：黄褐色士（部分的に礫が混じる粘土層）

（佐藤和雄）

－0

Ko－d

B－Tm－20

－40

－60cm

V

図1－2 土層模式図

5 遺物の分類

(1) 土器

出土した土器には縄文時代早期、前期、中期及び続縄文時代のものがある。現地整理の段階から、

便宜的に縄文時代早期の資料をI群、前期の資料をⅡ群、中期の資料をⅢ群、後期の資料をⅣ群、晩

期の資料をv群、続縄文時代の資料をⅣ群として分類を進めている。本書では、それぞれに二、三の

類別を設けて次のように記載する。

I群土器

爪形文や貝殻文の施された前半期のものをA類、縄文の施された後半期のものをB類とする。A類

については爪形文の施された資料をA1類とし、貝殻文と縄文が施された資料及びそれに類する資料

をA2類、住吉町式に相当するものをA3類とする。B類については東釧路Ⅲ式に相当するものをB

1類、 コッタロ式に相当するものをB2類、中茶路式に相当するものをB3類、東釧路Ⅳ式に相当す

るものをB4類、綾杉状の縄文の施された資料及び近縁の資料をBx類とする。ただし、B2類は出

土していない。

Ⅱ群土器

前半期の縄文の施された尖底土器のグループをA類、後半期の円筒土器下層式に相当するものをB

類とする。本書で報告する資料はA類に属するもので、桔梗野式、綱文式、石川野式、 トドホッケ式

に相当するものがある。

Ⅲ群土器

前半期の円筒土器上層式に相当するものをA類、後半期の榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式に相

当するものをB類とする。

Ⅳ群土器、V群土器本遺跡では出土していない。

Ⅳ群土器

続縄文時代の資料。惠山式土器が少量出土している。

(2) 石器

石器は器種別に分類を行った。剥片石器には石鍼、石錐、ナイフもしくは石槍、つまみ付ナイフ、

箆状石器、スクレイパー、挟入石器などがある。礫石器には磨製石斧、たたき石、すり石、砥石、石

－q－
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6 調査結果の概要

鋸、台石・石皿、石錘などがある。 このほかに石核（コア)、剥片・石屑（フレイク・チップ．)、加工

痕のある剥片(Rフレイク)、刃こぼれ状の使用痕のある剥片(Uフレイク）がある。

剥片石器の石材は珪質頁岩、めのうが大半で、黒曜石はわずかである。礫石器の石材は凝灰岩、砂

岩、安山岩などである。 （広田良成）

6 調査結果の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡1軒、土擴12基、Tピット1基、焼土72カ所である。住居跡は調査

区中央の台地縁辺部で検出された。規模・形状は2.5×1.8mの隅丸長方形である。時期は形状や周辺

の遺物からみて縄文時代早期のものと考えられる。土壌はP－9を除いて掘込みが浅いものが多い。

Tピットは溝状で杭跡をもたないものである。焼土はおもに調査区東側の斜面部で集中して検出され

た。

出土した遺物は、約11,900点でこのうち土器が約3,200点、石器等が約8,700点である。土器は縄文

時代早期後半の土器(IB)が大半を占め、縄文時代前期の縄文土器(HA)、縄文時代早期前半の

貝殻文土器(1A)、縄文時代中期の円筒土器上層式土器(mA)、続縄文時代の恵山式土器（Ⅵ）が

順に次ぐ。 これらに伴う石器は約200点に過ぎず、石器等の大半は剥片である。器種別には、つまみ

付ナイフ、スクレイパーが多い。その他では、石核も多く出土している。

（佐藤和雄）

表1 遺構数一覧

住 居 跡 ’ 擴 焼 上r ピ シ 1

1121 72

表2 出土遺物一覧

数

包含層

点

遺構

数

包含層

点
一
銅

数 点

遺構
時 期 分 類 分 類 分 類

包含層

7

1

4

48

2

30

1

1

3

， 4
5

1

2

縄文早期

前期

中期

石 鑛

石 錐

ﾅｲﾌもしくは石槍
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スクレイパー

快入石器

磨製石斧

たたき石

す り 石

砥 石

石 鋸

台石・石皿

石 錘

石 核

原 石

礫

礫 片

礫石器

剥 片

剥片石器

Uフレイク

Rフレイク

軽 石
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3

60
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Ⅱ遺跡の概要

1 遺跡の位置と周辺の遺跡

西桔梗1遺跡は、 JR北海道桔梗駅の西方約0.8km、標高約17mの台地とそれに続く斜面に位置す

る。

本遺跡の近くにはサイベ沢遺跡群や西桔梗遺跡群がある。サイベ沢遺跡群は西桔梗1遺跡の南東、

約800mのところにある。このうちサイベ沢遺跡は、貝塚を伴う縄文時代前期～中期の集落遺跡とし

て有名である。 1957年に最初の発掘調査（児玉ほか、 1958）が行われ、 1996年（吉崎ほか、 1967)、

1984年。 1985年（田原・鈴木、 1986）などの調査が断続的に行われている。このほか、サイベ沢C遣

跡（函館市教育委員会1972調査）縄文時代早期・晩期、サイベ沢B遺跡（森田・高橋、 1967）縄文

時代中期などがある。西桔梗遺跡群は西桔梗1遺跡の南東、約lkmのところにある。函館流通セン

ター建設に伴い1972年、B1 ･B2 ．C・，．EⅢ ．E2 ．Fの各遺跡が調査され、縄文時代早期から続

縄文時代の遺構・遺物が発見されている（千代編、 1974)。 これらの遺跡の東方約1kmのところには、

当センターによって発掘された石川1遺跡(1988a)と桔梗l遺跡(1988b)がある。石川1遺跡で

は旧石器時代及び縄文時代早期・中期の遺構・遺物が発見されている。桔梗1遺跡では|日石器時代の

遺物と縄文時代中期の遺構・遺物が発見されている。

本遺跡の北東には函館市と七飯町の境界をなす蒜沢川がある。この地域には縄文時代や続縄文時代

の遺跡である大中山6 ． 8 ．11．12．13．14．15．16.桔梗6遺跡が分布する（図Ⅱ－1、表 3)。

2 遺跡の環境

本遺跡は函館平野の東部に位置している。周辺には、横津岳から函館平野へかけて、山地斜面、山

麓の緩斜面または扇状地、段丘、及び沖積低地が発達している。

山地部は標高1,100-150mで、横津岳を構成する安山岩の溶岩（鈴木ほか, 1969)と、 これらの下

位の峠下火山砕屑岩類（三谷ほか， 1966）から成っている。横津岳山頂付近は、溶岩流堆積面の保存

が良い。

山麓部では、段丘との間、標高100-50mに緩斜面が発達している。この緩斜面は、崖錐及び扇状

地として記載されている（三谷ほか， 1966 ：鈴木ほか， 1969）が峠下火山砕屑岩類の露出地域にも分

布するので、一部には他の営力によって形成された緩斜面も含まれていると思われる。

段丘は標高50-15mに発達している。瀬川(1974.1975)によれば、函館付近の平坦面は、鳴川面

(標高460-360m)、鱒川面（標高200m±)、赤川段丘（鈴藺丘面：標高170-100m、中野町面：標高

100-90m)、日吉町段丘（標高60-50m)、函館段丘（標高17-8m)、沖積段丘（標高5m=t)に区

分され、日吉町段丘は関東地方の下末吉段丘に、鈴藺方面は多摩丘陵のT1面に、中野町面は同T2面

に対比されている。一般に、段丘面は降下火山灰起源のローム層に覆われる。

沖積低地は標高20-5m、函館から上磯、大野へかけて発達し、函館平野の大部分を占める。砂礫．

砂・粘土及び泥炭で構成され、沖積層の基底は、平野南部では海水準下40m±、南東部から中央部に

かけては20m±、西部で10m±、北部で0-10m±と推定されている（三谷ほか, 1966)。

－7－



Ⅱ遺跡の概要

図Ⅱ－1 遺跡の位置と周辺の遺跡
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2 遺跡の環境

以上の地形を覆って、黒ボク土中に2～3枚の降下火山灰が認められる。

本遺跡は沖積低地よりの、標高約17-14mの段丘面上に立地する。黒ボク土の下位はローム層及び

礫である。礫の多くは、めのう質頁岩や珪質頁岩である。径4cm～5cmの亜円～円礫で、偏平な

ものが多い。ローム層以下の層厚は不明である。

本遺跡が立地している段丘は、瀬川（1974.1975）の日吉町段丘に対比される。瀬川（1975）は、

西桔梗高位面と西桔梗低位面に二分した。本遺跡が立地している段丘が、 このどちらかに対比される

のかは不明である。

図Ⅱ－2 周辺の地形
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Ⅱ遺跡の概要

表3 周辺の遺跡一覧

名 称 搭載番号 所 在 地 時 代No

西桔梗1遺跡

サイベ沢遺跡

石川野遺跡

サイベ沢B遺跡

西桔梗N－l遺跡

西桔梗N－2遺跡

西桔梗N－3遺跡

西桔梗N－5遺跡

西桔梗N－6遺跡
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函館市西桔梗町702 5

函館市西桔梗町26-1,3,4,5,6,27,610-27~34-36,611-3’5,6,16

函館市西桔梗町555-8,9,558,559,563,567,574,575

函館市西桔梗町614,640-1,2

函館市西桔梗町246-24他

函館市西桔梗町503 1他

函館市西桔梗町622他

函館市西桔梗町36－1

函館市西桔梗町39-3,41-1

函館市西桔梗町lO 3

函館市西桔梗町607-1,7,12他

函館市西桔梗町604-6,9,605-7,8,9

函館市西桔梗町598-4,6,9

函館市西桔梗町597-1,2,5

函館市西桔梗町10－2

函館市西桔梗町598 13,14,18,19,35

函館市西桔梗町598-19

函館市西桔梗町607-12

函館市西桔梗町615-1他

函館市西桔梗町44のl

函館市西桔梗町172-2,169-8

函館市西桔梗町408-6

函館市西桔梗町418-16,17㈱37

函館市西桔梗町435 130,131,62

函館市西桔梗町528-1

函館市西桔梗町440 14,15,3l

亀田郡七飯町字大川415,416

亀田郡七飯町字大川245

亀田郡七飯町字中野203,204,205-1.3.4

亀田郡七飯町字中島'1-1-311‘3-12,14-1,2,15,16,17-''7-1l

亀田郡七飯町字大中山316

亀田郡七飯町字中野8－1

亀田郡七飯町字大川42l

亀田郡七飯町字大川421

亀田郡七飯町字大川403,405～407,409,410,413,418

亀田郡七飯町字大川273,275

亀田郡七飯町字大川272,273,275

亀田郡七飯町字大川269,271,275

亀田郡七飯町字大川375

亀田郡七飯町字大川363

亀田郡七飯町字大川355

亀田郡七飯Ⅲ1字大川338

亀田郡七飯町字中野117,118-1～5,119-1～4

亀田郡七飯町字大川343,346,347

９

０

５

９

０

１

２

３

４

ｍ

塊

糾

蹄

師

師

鎚

朋

帥

馴

蛇

肥

例

開

船

師

兜

的

岨

、

叩

ｕ

ｕ

ｕ

ｕ

Ⅲ

３

５

６

７

ｍ

Ⅱ

蛇

羽

劉

妬

沁

師

肥

羽

釦

別

師

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

ｎ

Ｕ

１

１

０

ム

ｑ

Ｊ

４

生

Ｒ

Ｕ

Ｒ

Ｕ

ワ

ー

Ｑ

Ｕ

ｎ

ザ

ｎ

Ｕ

１

１

、

ム

○

０

４

坐

Ｒ

ｕ

Ｒ

Ｕ

ワ

ー

Ｑ

Ｕ

ｎ

Ｕ

ｎ

Ｕ

１

１

ｎ

ム

Ｑ

Ｊ

４

４

反

Ｕ

役

Ｕ

ウ

ー

Ｑ

Ｕ

ｎ

げ

ｎ

Ｕ

１

１

Ｏ

乙

の

○

４

４

１

１

、

ム

ｑ

Ｕ

４

辻

Ｅ

Ｊ

戸

０

ワ

ー

０

０

ｎ

ひ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ｎ

ム

ｏ

ム

リ

ム

○

ム

、

ム

、

乙

、

ム

リ

ム

○

△

○

ム

０

０

○

０

Ｑ

Ｊ

○

○

○

０

○

０

Ｑ

Ｊ

○

○

Ｑ

Ｊ

○

０

川

坐

４

４

４

４

４

坐

４

４

-10-



Ⅲ遣構

今年度の調査では住居跡1軒、土壌12基、Tピット1基、焼土72か所が確認された。

1 住居跡

H-1 (図Ⅲ－2、図版3)

位置C－5、C 6 規模2.52／2.41×1.84/1.62/0.29

特徴調査区中央の平坦面に位置する。Ⅲ層中部で確認された焼土(F 22)の断面観察用トレン

チをV層まで掘り下げたところ、土層の状態から遺構のあることが判った。 このため、 このトレンチ

を延長し、さらに直行するトレンチを追加して壁、床を確認した。南側は一部撹乱されている。平面

形は隅丸方形。壁は急に立ち上がる。床はV層中にあり、ほぼ平坦である。西と北の壁際には浅い周

溝がある。床の南寄りには60×40cmの範囲で炭化物混じりの黒色土の薄層が認められた(13層)。

床は焼けていない。柱穴とみられる小ピットは10か所確認した。なお、焼土(F-22)は竪穴埋没過

程の窪地に形成されたものと判った。
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図Ⅲ－1 住居跡・土壌．Tピットの位置図
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Ⅲ遺構

H－1
司 5

O

f
C

O

「
F｢，

画駕
■■

BA f71n

坐
8 13

，C 174,

|･」

〃

｜

Ｅ坐皿

３

一

二

鯵

昨
」

HP答1 H丹2

1 J

a l7‘20a_ p 17.釦b

し、-′
HR4 HP5

ｸ ﾉ

L- 172o d _ 皇17.的e
雪

I ~ﾉｰｰ
~凧
叫

丸一万

ローム斑状に混る

ローム粒均質に多く混る

黒褐色ローム斑状に混る

暗褐色ローム粒均質に多

黒褐色

暗黄褐色

黒褐色ローム斑状に混る

黒色炭化物が多く混る

ローム粒混る 2より明るい色調

ローム粒混る

ローム粒少し混る

ローム粒均質に多く混る

８

９

加

皿

岨

咽

黒褐色

黒褐色

黒褐色

褐色

黒褐色

黒褐色

褐色

１

２

３

４

５

６

７

1－
HP6

t－JZ勉L

~~I_F

ク

ゞ

」

型

柏

４

服
．
１
’

HP8 HP7 HP-9

9 17．20 g h l7,”h'

0 1m

、

＞

t謬塚
し

創

10

０
１ '91｡

５
１

0 5cm

図Ⅲ－2 H-1と出十遺物

、

－12－



2 土塘

遺物床面から1群Bx類土器、柱穴(HP 4)からたたき石(10)が出土した。覆土からはI

群Bx類(1～7)、B3類(8 ･ 9)、Ⅲ群A類土器、Uフレイク、 フレイクが出土した｡ lは条間

の開いた縄文が施されたもので、口縁が、 「く」の字に外反する。口唇の断面は角形に近い。内面は

なで調整されている。胎土には繊維が含まれている。なお、 3は包含層(C-5区）出土の資料と接

合したものである。 7には原体施文方向を変えて施された縄文が付いている。内面は粗くなで調整さ

れており、胎土には繊維が少し含まれている。 8は微隆起線の付けられたものである。微隆起線の間

には細かいあやくり文が施されている。 9には細かいあやくり文と無節の縄文が施されている。 10は

凝灰岩製のたたき石。棒状礫の一端に敲打痕が認められる。

時期床面出土の遺物から’群Bx類土器の時期と考えられる。

（工藤研治）

2 土擴

P-1 (図Ⅲ－3、図版4－1 ． 2)

位置B－6－A．， 規模2.52×1.84×2.41×1.62/0.29

特徴第Ⅳ層上面で、黒褐色土の落ちこみを確認した。平面形は曠口、擴底共に隅丸方形に近い円

形である。擴底はほぼ平坦で部分的に凹凸がみられる。掘り込みは非常に浅く、北側及び東側壁の立

ち上りは急角度である。付属の小ピットが確認された。曠底の西側で1個、東側2個である。いずれ

も円形で規模は径約15cm深さは約10cmである。断面は下部がやや細くなっている。

P-2 (図Ⅲ－3、図版4－3 ． 4)

位置E－2－A・B 規模1.17× (1.00)/0.99×0.77/019

特徴第Ⅳ層下面で、黒褐色土の落ちこみを確認した。平面形は不整形。北側の壁はP 3によっ

て壊されているため、明瞭ではない。塘底面も不整形である。掘り込みは非常に浅い。擴底は丸みの

ある皿状を呈し、やや凹凸がある。壁の立上りはゆるやかである。

遺物覆土からつまみ付ナイフ1点、剥片7点が出土した。

P-3 (図Ⅲ－3、図版4－3 ． 4)

位置E－2－A 規模0.89×(0.74)/0.57×0.41/0.16

特徴第Ⅳ層下面で確認した。 P－2と重複していて、本遺構の方が新しい。平面形は擴口で不整

の楕円形、擴底では不整形である。掘り込みは非常に浅く、断面は丸みのある皿状を呈し、やや凹凸

がある。壁の立上りはゆるやかである。

遺物覆土から剥片1点、礫1点が出土した。

P-4 (図Ⅲ－3、図版4－5 ． 6)

位置B－3－D 規模0.68×0.65/0.44×0.36/021

特徴第Ⅳ層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は擴口で不整の楕円形、擴底は楕円

形である。掘り込みは浅く、断面形は椀状を呈する。

P-5 (図Ⅲ－3、図版5-1)

位置第Ⅳ層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は曠口で不整の楕円形、擴底は楕円

形である。掘り込みは非常に浅く、擴底には凹凸がある。

P-7 (図Ⅲ－3、図版5-2)

位置B－5－D 規模0.54×0.48/0.36×0.39/0.13

特徴第Ⅳ層上面で、黒色土の落ち込みを確認した。平面形は擴口で不整の楕円形、墳底は円形で
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Ⅲ遺梢

ある。掘り込みは浅い。曠底は南に向かって傾斜し、南側壁の立上がりはゆるやかである。

P-8 (IXIⅢ－3、図版5-2)

位置B－5 A．， 規模0.64×0.60/0.37×0.38/0.21

特徴第Ⅳ層上面で、黒色土の落ち込みを確認した。平面形は曠I]で不整の円形、曠底は不整の楕

円形である。掘り込みは浅く、曠底は南側が深くなっている。断IIl i形はほぼ椀状である。

遺物覆土からI群B類の土器片4点、中茶路式の土器片1点、剥片石器片1点、求ll片2点が出土

した。 （広田良成）

P-9 (IXIⅢ－4、図版5)

位置C 7 規模120/0.44×1.15/0.48/0.85

特徴淵査区中ほどの緩斜IIliにある。Ⅳ層上Imで黒色土の落ち込みが認められたので半割し、 ｜蝋

と確認した。平面形はほぼ円形。確認面の径に対して底面の径が小さく、断面は漏斗形を呈する。底

はV層を深く掘り込んでいる。

遺物覆'2からI群B3類上器(1～4)、Ⅲ群土器の小片、 フレイク、礎が出土した。 lは細か

いあやくり文の上から浅い沈線文が施されたもの。 2つのl半には沈線文、下半の底部に近い部分に

は微隆起線文が施されている。 1 ． 2は同-1i'il体とみられる。 3は細い沈線文の間にあやくり文が施

されたもの。 4は微隆起線の間に短縄文が施されたものである。 （工藤研治）

P-11 (IXIⅢ－4、図版5－4)

位置B－5－A 規模0.46×0.38/007×0.06/0.37

特徴第Ⅳ層上面で、黒褐色上の落ち込みを確認した。平面形は曠口、曠底共に不整の楕円形であ

る。擴底は非常に狭くなっている。壁の立上がりは、東側がゆるやかで西側がややオーバーハングす

る。その他は垂直に近くなる。壁及び擴底にはv層に含まれる礫が露出している。

遺物覆土からたたき石が1点出土した。

P-13 (図Ⅲ－4、図版5-5)

位置C－5－A 規模0.56×0.53/0.44×0.45/0.28

特徴第V層上面で、褐色土の落ち込みを確認した。平面形は曠[1、曠底共に不整の円形である。

曠底は東側に傾斜している。壁の立上がりは東側は比較的ゆるやかで、その他はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。

P-14(図Ⅲ－4、図版5-6)

位置C－7 B 規模0.42×0.38／0.32×0.31/0.14

特徴第V層上面で、暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は塘口、曠底共に不整の円形である。

曠底は平坦である。壁の立|息がりは東側が比較的ゆるやかで、その他の壁は急角度である。

P-16 (IXIⅢ－4)

位置C－7 C 規模0.41×0.34/0.26×0.23/0.12

特徴第v層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は壊口、擴底共に不整の楕円形であ

る。曠底はほぼ平坦で、断面形は皿状である。 （広田良成）
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Ⅲ遺構
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3 Tピット

3 Tピット

TP-1 (図Ⅲ－5、図版6－1 ． 2)

位置C－5－A 規模 1.90×0.54/1.64×090/0.79

特徴調査区北西部、標高17.0mの平坦面に位置する。表土除去後、第Ⅲ層上面の精査中に不整形

の黒色土の落ち込みが認められ、確認のためにトレンチを設定し調査を行ったところ、Tピットであ

ることが判明した。

長軸方向はN-73o－Wである。形は細長い溝状である。長軸方向の断面は垂直に近い立上がりをみ

せ、短軸断面はゆるやかに屈曲してY字状に開く。底面は幅が狭く、中央付近でやや深くなっている。

遺物覆土からすり石1点、剥片1点、礫1点が出土している。 （広田良成）
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Ⅲ遺構

4 焼土 （図Ⅲ 6～10、図版6 ． 7）

焼土は72か所検出された。 これらの焼土にはⅢ層上部、Ⅲ層中部、Ⅲ層下部、Ⅳ層上面で確認され

たものがあり、それぞれ8ラインより東側の傾斜面に多く分布する。出土遺物から時期を推定できる

ものは少ない。個々の焼土の位置、規模、確認面、出土遺物等は表に示したとおりである（表 5）

(1) Ⅲ層上部の焼土

Ⅲ層上部で確認された焼土は10か所である。時期の明らかなものはない。D 9，D-10区にほぼ

集中している。

(2) Ⅲ層中部の焼土

Ⅲ層中部で確認された焼土は5か所｡C-4、 C－5、C-10区に分布する。 このうち、 F-22，

F-32からI群B類土器の小片が出土している。F-22は住居跡の項で触れたとおり、H－1の覆土

上部に形成されたものであり、上面には径1～2センチ程の小礫がまとまっている部分がある。

(3) Ⅲ層下部及びⅣ層上面の焼土

Ⅲ層下部で確認された焼土は39か所、Ⅳ層上面で確認された焼土は18か所、計57か所であり、 8ラ

インから東側の緩斜面に密集している。 これらの焼土は遺物が多く出土する層準より下位で確認され

ていて、現地調査で遺物を確認できたのは4か所に過ぎないけれども、 フローテーション処理した試

料の残土から遺物を選別したところ、多くの焼土から微細な剥片が得られた（表 5）。 また、焼土

のうローテーション作業で得られた炭化種子の同定の結果、Ⅲ層下部及びⅣ層上面の焼土から出土し

た13件のうち8件でクルミ属が検出されている（付篇3)｡ F-34からI群Bx類土器（図Ⅲ 10)

が出土している。本層で確認された焼土は縄文時代早期の可能性がある。

（工藤研治）
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l 焼土
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Ⅲ遺構
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4 焼土
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Ⅲ遺構
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Ⅳ包含層出土の遺物

1 土器 （図Ⅳ 4～7）

I群A類土器（図Ⅳ－4， 1～11、図Ⅳ－6， 93～97）

A1類(93～99)

爪形文の施された資料を一括した。

93は横位の大柄な爪形文が施されたものである。口唇表側角にも爪による細かい刻み目が付けられ

ている。口唇断面はやや丸みを帯び、口唇及び内面はかるくみがかれている。胎土には繊維が若干混

じる。94， 95は同一個体。口縁部に縦位の爪形文が幾段か施された薄手の土器である。爪形文の端は

めくれて盛り上がっている｡94の口唇には細かい刻み目が付けられている。内面は磨かれていて光沢

がある。 95では内面の磨きはさほど顕著ではない。胎土には比較的太い植物繊維が含まれており、器

面にはその痕跡とみられる虫食い状の小孔が多く認められる。焼成は良く、固い。96～99は同一個体

とみなされるもので、山形口縁をもつ小形の尖底土器と思われる。断面の丸い細い沈線文が横位、斜

位に底部近くまで施された後、鋭い爪形文が口縁部と沈線文の区画内に施されている。口唇断面は尖

りぎみ。内面は粗くなで調整されている。胎土には細砂粒が多く含まれている。

A2類(1～7) '

貝殻腹縁圧痕文と縄文が施されたもの及びそれらに伴うとみなされる資料を一括した。

a (1， 2)貝殻腹縁圧痕文と縄文が施されたものである。 1は口縁部に施された横位と斜位の貝

殼腹縁文の下位に縄文が施されたものである。縄文の原体はLRo口唇断面はやや尖り、内面はなで

調整されている。胎土には砂粒が多く含まれている。焼成は良く固い。 2a～2dは|司一個体とみな
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図Ⅳ－1 土器出土分布
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1V包含層出土の遺物
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